
空き家ワンストップ相談体制構築事業（ときがわ移住相談連絡協議会）

課題と目的 空き家を活用して町内への移住の促進とともに、農林業・木材産業などの地域産業の活性化を図るため、
地域の事業者・団体の連携で空き家ワンストップ相談の仕組みを構築する。

取組内容 ①空き家所有者の意向、既移住者、福祉関係者、移住支援機関のヒヤリング調査の実施 ②空き家所有者
向け相談の試行 ③空き家ワンストップ相談の実施体制検討

成果 ①空き家所有者向け相談、移住希望者向け相談の体制づくり ②空き家所有者向け町内相談所の開設 ③
移住希望者向けの都内相談所の開設 ④ホームページの立ち上げ、パンフ作成

■パンフ

回答 159人

回収率 45％

無料相談会 2人

電話相談 16人

合計 18人

就農 2人

民泊 1人

家具 2人

起業支援 1人

ボランティア 1人

他 1人

合計 8人

■既移住者ヒヤリング

■空き家所有者相談

■空き家所有者意向

■相談所の開設

■取組内容


